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(7/20-21),　2022

国内学会発表 5
出居真由美，山本剛正，田中君江，山谷琴子，箕輪健太郎，中田純一郎，松山秀二郎，堀口園子，脇田満，平山哲，三宅一徳，三井田孝.　血清ビタミンB6 濃度低値と関連する因子の
検討.　第62回日本臨床化学会年次学術集会, 富山 (9/30-10/2), 2022

国内学会発表 6
日向正信，上野剛，山本剛正，脇田満，福島理文，平山哲，田部陽子，三井田孝.　内視鏡的粘膜下層剥離術後のドレーン排液のビリルビン測定において異常反応を示した一例.　第62回日本
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国内学会発表 9
藍智彦, 武井理美, 齋藤香里, 三井田孝, 田部陽子.　Performance evaluation of the Roche Elecsys Anti-SARS-CoV-2 immunoassays.　第69回日本臨床検査医学会学術集会, 宇
都宮 (11/17-11/20), 2022

国内学会発表 10
齋藤香里, 高橋敏宏, 藍智彦, 三井田孝, 田部陽子.　 SARS-CoV-2感染後およびワクチン接種後のSARS-CoV-2 Spike(S)抗体と中和抗体産生.　第69回日本臨床検査医学会学術集会, 宇
都宮 (11/17-11/20), 2022

国内学会発表 11
高橋秀克, 田中君枝, 出居真由美, 山本剛正, 山谷琴子, 一色美和, 由利麻衣子, 松山秀二郎, 脇田満, 堀内裕紀, 三井田孝.　当院におけるアミラーゼ緊急異常値報告の検討.　第69回日本臨
床検査医学会学術集会, 宇都宮 (11/17-11/20), 2022

国内学会発表 12
那須隆之, 岡田知己, 保坂好恵, 土屋浩二, 竹村浩之, 脇田満, 田部陽子, 三井田孝.　ICU入室症例における腎病態マーカーとしての尿中NGALの有用性評価. 第69回日本臨床検査医学会学術
集会, 宇都宮 (11/17-11/20), 2022

国内学会発表 13
由利麻衣子, 堀内裕紀, 山本剛正, 谷口明徳, 藤村純也, 佐藤尚武, 脇田満, 三井田孝, 田部陽子.　茶カテキン類の機能を臨床応用に資する基礎研究.　第69回日本臨床検査医学会学術集会, 
宇都宮 (11/17-11/20), 2022

国内学会発表 14
市川由理, 福島理文, 三井田孝. 超音波画像診断装置を用いたスポーツ選手の骨格筋評価の可能性.　第33回日本臨床スポーツ医学会学術集会, 札幌 (11/12-13), 2022

国内学会発表 15
久末元樹, 堀内裕紀, 由利麻衣子, 山本剛正, 藤原恵, 谷口明徳, 藤村純也, 脇田満, 佐藤尚武, 田部陽子, 三井田孝. 頸部リンパ節腫脹により造血器疾患が疑われたSTIL-TAL I融合遺伝子
陽性T-ALLの1症例. 第32回日本サイトメトリー学会学術集会, Web開催 (5/28-29), 2022

国内学会発表 16
⾧坂佳織, 保坂好恵, 土屋浩二, 脇田満, 田部陽子, 三井田孝.　核酸抽出システムEluNAによるDNAの抽出性能評価.　日本医療検査科学会第54回大会, 神戸 (10/7-9), 2022

国内学会発表 17
槇亮介, 堀内裕紀, 林文明, 竹原一起, 岩崎陽介, 野尻宗子, 三宅一徳, 三井田孝, 藍智彦, 田部陽子.　日常血液検査によるCOVID-19の重症度評価.　第23回日本検査血液学会学術集会,　
東京(7/30-31), 2022

国内学会発表 18
那須隆之, 槇優子, 山本剛正, 脇田満, 大澤和彦, 三澤成毅, 平山哲, 三井田孝.　血液検査における不適切検体の発生状況と改善への取り組み.　第71回日本医学検査学会in大阪, 大阪
（5/21-22）, 2022

国内学会発表 19
山田圭佑, 降田喜昭, 中村裕樹, 三澤成毅, 安藤美樹, 三井田孝, 安藤純.　キムリア点滴静注における臨床検査技師による採取から細胞製剤調製までの一括支援.　第71回日本医学検査学会in
大阪, 大阪（5/21-22）, 2022

国内学会発表 20
山本颯, 櫻井銘子, 大澤和彦, 三澤成毅, 鈴木皓晴, 飯村康司, 菅野秀宣, 三井田孝.　⾧時間ビデオ脳波モニタリングによりてんかん性スパズムが診断可能となった患児の一例.　第71回日本医学検
査学会in大阪, 大阪（5/21-22）, 2022

国内学会発表 21
佐野麻衣, 瀬尾有加, 高橋敏宏, 川上剛明, ⾧南正佳, 三澤成毅, 平山哲, 三井田孝.　カルバペネマーゼ検出3法を用いた臨床分離株からのカルバペネマーゼ検出性能比較. 第71回日本医学検査
学会in大阪, 大阪（5/21-22）, 2022

国内学会発表 22
千島里佳, 川上剛明, ⾧南正佳, 中村文子, 三澤成毅, 石井清, 上原由紀, 三井田孝, 小倉加奈子.　血液由来Pseudomonas aeruginosaのPOT型と病院内分布および薬剤感受性の関連性.　
 第71回日本医学検査学会in大阪, 大阪（5/21-22）, 2022

国内学会発表 23
高橋舞香, 山本剛正, 脇田満, 三澤成毅, 田部陽子, 三井田孝.　SARS-CoV-2感染及びワクチン接種後の抗SARS-CoV-2 S抗体価と中和活性に関する検討.　第71回日本医学検査学会in大
阪, 大阪（5/21-22）, 2022

国内学会発表 24
真田未来, 中村裕樹, 石井修平, 山田圭佑, 鞠子文香, 岩田美沙子, 鴇田果秀, 降田喜昭, 筒井深雪, 白根脩一, 浜埜康晴, 藤村純也, 三澤成毅, 安藤美樹, 三井田孝, 安藤純.　ABO不適合
造血幹細胞移植後のABO血液型モニタリングで原疾患の再発を早期発見できた1症例.　第70回 日本輸血・細胞治療学会 学術総会, 名古屋（5/27-29）, 2022

国内学会発表 25
杉原匡美，柿木 亮，村山 尚，櫻井 隆，三井田 孝，森本幸生，呉林なごみ．拡張型心筋症モデルマウスにおける自発運動とレニン・アンギオテンシン阻害剤投与の比較.　第96回日本薬理学会年
会, 横浜，2022年12月3日

国内学会発表 26
大場 絢加, 海老原 伸行, 山口 昌大, 春日 俊光, 田部 陽子, 保坂 好恵, 村上 晶.初診から32年後に眼感染症網羅的PCR検査にて診断に至ったHSV-2壊死性ヘルペス性網膜症の1例(原著論
文)あたらしい眼科(0910-1810)39巻10号 Page1408-1411，2022

国内学会発表 27
早瀬 温子, 尾方 壮行, 比企 誠, 岡田 安弘, 久保 竣, 佐藤 真理, 内藤 俊夫, 田部 陽子, 眞鍋 憲二, 森 卓也, 堀 賢.COVID-19患者周辺の環境表面におけるウイルス汚染実態調査(会議録)
第37回日本環境感染学会総会・学術集会、横浜，2022

国内学会発表 28
鈴木 宣史, ⾧岡 鉄太郎, 永田 祐一, 吉田 隆司, 堤 建男, 栗山 祥子, 田部 陽子, 高橋 和久.COVID-19発症早期における重症化予測因子の探索(会議録)第62回日本呼吸器学会学術講演
会、京都，2022



国内学会発表 29
福島理文,土肥智貴,海老名秀城,伊藤佳奈美,深尾宏祐,葛西隆敏,上田誠二,松下訓,天野篤,南野徹.医療従事朝食欠食者に対する朝食介入による疲労度と自律神経機能についての検討,第54回
日本動脈硬化学会総会,2022.7.23,久留米

国内学会発表 30
福島理文,立石智彦,赤木龍一郎,⾧尾雅史,武冨修治,大橋洋輝,松下雄彦,加藤晴康,池田浩.全国高等学校サッカー選手権大会での外傷調査報告,第33回日本臨床スポーツ医学会学術集
会,2022年11月13日,札幌

国内学会発表 31
福島理文,立石智彦,赤木龍一郎,⾧尾雅史,武冨修治,大橋洋輝,松下雄彦,加藤晴康,池田浩.全国高等学校サッカー選手権大会におけるメディカルチェック,第33回日本臨床スポーツ医学会学術集
会,2022年11月13日,札幌

国内学会発表 32
兼松健也，小堀祐太朗，増田友紀，中村文子，杉原匡美. 血清亜鉛検査における院内導入の効果. 第23回日本亜鉛栄養治療研究会学術集会, オンライン，2022年2月5日

国内学会発表 33
笹嶋優子，島本亜耶，兼松健也，鈴木紫帆，瀬川宗親，中村文子，杉原匡美. COVID-19 流行下における呼吸機能検査の要求度を検証する（第2 報）. 第71回日本医学検査学会, 大
阪，2022年5月20日

国内学会発表 34
鈴木紫帆，島本亜耶，笹嶋優子，兼松健也，柳館佳代子，瀬川宗親，中村文子，杉原匡美．ABIおよびPWV測定時の体位に関する基礎的検討．第71回日本医学検査学会, 大阪，2022
年5月20日

国内学会発表 35
黒木若葉，増田友紀，萩原唯人，小倉直也，小堀祐太朗，中村文子，杉原匡美．職員健康診断における適正な採尿の重要性. 第71回日本医学検査学会, 大阪，2022年5月20日

国内学会発表 36
小倉直也, 横尾晴花, 黒木 若葉, 中村文子，杉原匡美．COVID-19の流行は結核診断の遅れをもたらしたか－微生物検査の依頼状況から検証する－.　第69回日本臨床検査医学会学術集会, 
宇都宮，2022年11月18日

国内学会発表 37
呉林なごみ，児玉昌美，村山 尚，杉原匡美，石井光一郎，岡部雄太，村越伸行，三浦 綾，西尾  元，井上-上野 由紀子，井上高良，野口 悟，中村衣里，金井富三夫，多田昇弘，櫻
井 隆．複数のRyR2変異マウスモデル系統を用いたカテコラミン誘発性多型性心室頻拍（CPVT）に対する抗不整脈薬の評価. 第96回日本薬理学会年会, 横浜，2022年12月3日

国内学会発表 38
松本剛，岩村菜々美，安藤南.RCPC1 60代女性、ふらつきを主訴に前医を受診、当院に転院搬送された.第69回日本臨床検査医学会学術集会, 宇都宮市 (2022/11/19）), 日本臨床検査医
学会誌(2436-2727).vol70.103-105(2022.10)

区分 番号
講演者名, 講演タイトル, 学会名, 場所, 発表年月日等

国際共同

特別講演・
招待講演

1
三井田孝.　動脈硬化性疾患予防ガイドライン2022年版の方向性～改訂にむけたトピックス～. 第71回日本医学検査学会, 大阪(5/21-22), 2022, （ランチョンセミナー）

特別講演・
招待講演

2
三井田孝.　脂質異常症の検査でどこまでリスクがわかるか.　HDL-コレステロールをどう読むか.　第22回動脈硬化教育フォーラム, Web開催 (2/6), 2022.

特別講演・
招待講演

3
三井田孝. ～ここだけは押さえておきたい～動脈硬化性疾患予防ガイドライン2022年版改訂のポイント. 日本医療検査科学会第54回大会, 神戸（10/7-9）, 2022

特別講演・
招待講演

4
三井田孝. 「動脈硬化性疾患予防ガイドライン2022年版」ハイリスク患者のスクリーニングと改訂のポイント.　第21回日本血管血流学会学術集会, 東京（11/13）, 2022

特別講演・
招待講演

5
三井田孝.　疾患マーカーとしての脂質・リポ蛋白の意義.「緒方富雄賞」記念講演会,　東京（11/27）, 2022

特別講演・
招待講演

6
由利 麻衣子, 堀内 裕紀, 山本 剛正, 谷口 明徳, 藤村 純也, 佐藤 尚武, 脇田 満, 三井田 孝, 田部 陽子.フローサイトメトリー検査実践講座:基礎から応用まで　形態学的に2種類の芽球を認めフ
ローサイトメトリー検査で急性白血病と診断できた1例第69回日本臨床検査医学会学術集会、宇都宮，2022

特別講演・
招待講演

7
田部 陽子.骨髄微小環境でのAML細胞のエネルギー代謝第84回日本血液学会学術集会、博多，2022

○

特別講演・
招待講演

8
田部 陽子.ミトコンドリアがつなぐ多彩な疾患研究最前線第95回日本生化学会大会、名古屋，2022

○

区分 番号
発明者名, 発明の名称, 出願番号

国際共同



知的財産権の出
願・取得等

1
大川龍之介，陸田優芽，堀内優奈，亀田貴寛，戸塚実. 新規のコレステロール引き抜き能測定法 PCT出願（PCT/JP2022/022081）（出願日2022.05.31）


